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● セミナーの受講申込みについて ●
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株式会社Ｒ＆Ｄ支援センター

「光無線給電」セミナー申込書　　■LIVE　　■ｱｰｶｲﾌﾞ　※ご希望の参加形式にチェックを入れて下さい

会社・大学

ＦＡＸ

お名前

　必要事項をご明記の上、FAXでお申込み下

さい。弊社で確認後、必ず受領のご連絡をい

たします。受講用URLは後日お送りいたしま

す。

　セミナーお申込み後のキャンセルは基本的

にお受けしておりませんので、ご都合により出

席できなくなった場合は代理の方がご出席く

ださい。

     〒135-0016　東京都江東区東陽3-23-24　VORT東陽町ビル7階
TEL)  03‐5857‐4811  FAX)  03‐5857‐4812  URL)  https://www.rdsc.co.jp/

NO.2504122

お申込み･振込に関する詳細はＨＰをご覧下さい。
　　⇒　https://www.rdsc.co.jp/pages/entry

個人情報保護方針の詳細はＨＰをご覧下さい。
　　⇒　https://www.rdsc.co.jp/pages/privacy□Eメール　　□ 郵送 会員登録（無料）　※案内方法を選択してください。複数選択可。

※本セミナーはZOOMを使ったLIVE配信セミナーです。会場での参加はございません。

●講師：東京科学大学 科学技術創成研究院 准教授 博士(工学)　宮本 智之 氏

【講座の趣旨】

【プログラム】

　給電配線の無線化の要望が高まっている。無線給電により十分な電力
をいつでも利用できれば、機器の機能や特性の制約をなくし、新たな仕
組みによる社会の大きな変革も期待できる。光無線給電は、レーザ光源
と太陽電池という確立技術を基礎に構成され、既存無線給電に比べて
小型で長距離給電可能、電磁波ノイズがないという特徴を持つ。このた
め、体内インプラント機器、多数の小型IoT端末、情報機器・民生機器、
および、ドローン・ロボット・EVなどの移動体などほとんどの機器が対象と
なる。さらに室内、室外のほかに、水中、宇宙など、適用範囲も広い。
　本方式は、最近注目が高まり始めたが、研究開発の実績などはまだま
だ不十分で、研究開発組織も少ない状況である。今後、急速に実用化を
見据えた取り組みが増えると期待している。
　本セミナーでは、光無線給電の優位性と課題、講師研究室の取り組み
を中心に国内外における光無線給電システムの研究開発動向などを解
説する。

３. 光無線給電の基礎

　3-1 光で給電

　　　（１） 太陽光発電・室内照明発電　　　（２） 太陽光とレーザ光の違い

　　　（３） 太陽光と単色光の太陽電池照射

　3-2 光ビームを用いる光無線給電

　　　（１） 光ビームで無線給電　　　（２） 光無線給電は新技術か？

　　　（３） 光無線給電のこれまで

 ４. 光無線給電の原理と構成

　4-1 光無線給電用太陽電池の特徴

　　　（１） 太陽電池の動作の基本　　　（２） 太陽電池の効率

　　　（４） 太陽電池の動向

　4-2 光無線給電用光源の特徴

　　　（１） 光源の出力と効率　　　（２） レーザ光の長距離伝送

　　　（３） LEDは光無線給電に使えるか？

　4-3 光無線給電の効率

　　　（１） 給電効率の考え方　　　（２） 効率の現状と今後

　4-4 光無線給電システムの構成要素

　　　（１） 均一照射　　　（２） ビーム制御　　　（３） 対象検知，ほか

５. 光無線給電システム

　5-1 光無線給電の研究開発事例

　　　（１） 体内埋込機器　　　（２） 小型IoT端末

　　　（３） 情報端末・室内機器　　　（４） 地上用移動体（EV、ロボット、AGVなど）

　　　（５） 空中用移動体（ドローンなど）　　　（６） 水中応用

　　　（７） 宇宙応用

　5-2 光無線給電の安全性

　　　（１） 最大露光許容量とレーザクラス分け　　　（２） 安全性確保の方策

　5-3 光ファイバを用いる光給電

　　　（１） 光ファイバ給電の特徴　　　（２） 光ファイバ給電の事例

１. 無線通信と無線給電

　1-1 通信は無線が標準に

　　　（１） 無線通信の拡がり　　　（２） 無線の意義と問題点

　1-2 給電の現状

　　　（１） 残された有線：給電　　　（２） バッテリーは？

　　　（３） エネルギーハーベスティングは？　　　（４） 無線給電の期待

２. 無線給電技術

　2-1 無線給電の種類と特徴

　　　（１） 電磁誘導，磁界共鳴，電界方式　　　（２） マイクロ波方式

　　　（３） 超音波方式

　2-2 無線給電方式の課題

　　　（１） 電磁波の人体作用と機器干渉　　　（２） 無線給電の構成の複雑さ

https://www.rdsc.co.jp/seminar/2504122

セミナーお申込みＦＡＸ
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※お申込み確認後は弊社よりご連絡いたします。

光無線給電技術の基礎・技術動向・展望

※会員登録（無料）をしていただいた方には下記の割引・特典を適用します。
　・1名でお申込みされた場合、1名につき49,500円（税込）
　・2名同時でお申し込みされた場合、2人目は無料（2名で55,000円（税込））

◆日　時：2025年07月03日（木） 10:30～16:30
　　　　　【アーカイブ配信：7/4～7/11】
◆会　場：WEBセミナー
◆聴講料：1名につき55,000円（税込、資料付）

【LIVE・アーカイブ】


